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論文内容要旨

近年の矯正歯科

る。しかし,それ

矯正胴インプラ

ス解明の基礎資

び支持絽織表面

ターン干渉解析

した成人下顎4

向を組み合わせ

臼歯の場合。②

合。③荷重条件

その結果,荷重

変位方向は,小

りの傾向が強く

…および第二小

では,主応力方

られなかった圧

く,後下がりの

から,荷重方向の違いに関わらず両者とも3～4次

このように,得
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ること,また応力

に30。下方方向荷

はY方陶変位パターンの結果も勘案すると圧

以上より,すべて

 向荷重時では小臼歯部を圧下させ

聾

審査結果要旨

矯正歯科臨床の分

しかし,複数歯の同時遠心移動に着目したバ

本研究は矯正用イ

のメカニクス解鯛

分布および支持組

クルパターン干渉

した成人下顎4臼

せた3通りとし,

面に平行な0。方

0。方向,荷重部位

 下方方角,荷重部位が第一。第二小臼歯爾歯の場合とした。

 本研究で褥られた結果は以下の通りであった。

i.荷重条件1と荷

は,小臼歯部では

向が強くなってい

 荷重条件2の第一および第二小臼歯荷

2.荷重条件2と荷

小臼歯部におい

いては,荷重方陶

荷重で強かった

 フリンジが観測された。

このように3つの

 方向荷重時では小臼歯部を狂

以上の結果は,歯

この分野の研究に,今後興味深い基礎資料を提供するものであ

よって,本論文は歯学博士の学位授与に値するものと判断する
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